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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
脳神経外科開頭術に伴う骨欠損部は,頭蓋骨の自己再生能が低いため,術後合併症の原因となることが
ある｡そこで,本研究は,再生医工学の手法を用い,積極的に自家骨再生を促進するような欠損部補填材
料の設計を試みた｡
用いた素材は塩基性繊維細胞増殖因子 (bFGF)と生体吸収性の等電点4.9のゼラチンハイドロゲルで
ある｡bFGFをハイドロゲルに含浸させることにより,両者の間にpolyioncomplexが形成する｡ このハ
イドロゲルの分解に伴ってbFGFが徐放化するが,そのもFGFの徐放期間は,ハイドロゲルの含水率を
変化させることによって変えることができる｡本研究はこのゲルを家兎頭蓋骨欠損モデルに適用した際の
骨再生を調べたものである｡ 組織学的解析,および,DualEnergyX-rayAbsorptiometory(DEXA)法
による骨塩量測定の結果,そのままの投与では,生体内半減期が非常に短くて骨再生能力を十分に発現で
きないbFGFを体内で徐放化することにより骨芽細胞の活動期間を延長することができた｡それにより,
骨再生は有意に増加し,自己再生能力の低い頭蓋骨およびsinusの欠損部分の治療材料としてbFGF含浸
ハイドロゲルはきわめて有望であることを示した｡
以上の研究は,脳神経外科手術における手術成績の向上に寄与することが大きい｡
したがって本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,学位授与申請者は,平成9年2月17日実施の論文内容とそれに関連した査問を受け,合格と認め
られたものである｡
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